
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】ポイントをつかんで変形することで、漸化式に繋げていこう

□漸化式の応用

　漸化式を利用して，図形の問題について考えてみよう。

応用例題６）　平面上に本の直線があり，どの本も平行でなく，

　　　また，どの本も点で交わらないとする。

　　　これら本の直線が，平面を  個の部分に分けるとき，  をの式で表せ。
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　本の直線で，平面はつの部分に分けられるから

　　　　　  

　次に，本の直線により，平面が  個の部分に分けら

　れているとき，  本目の直線を引く。

　は既にある本の直線と個の点で交わり，

　  個の線分と個の半直線に分けられる。

　これらの線分と半直線は，それぞれ，それが含まれる

　各平面の部分をつに分けるから，直線を引くことにより，

　平面の部分が  個増加する。

　よって

　　      

　　　　すなわち　     

　数列  の階差数列の一般項がであるから，

　のとき
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　よって　  
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　①でとすると  が得られるから，

　①はのときにも成り立つ。

　したがって，求める式は　　  

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  

  数列【漸化式の応用】



練習４１）平面上に本の直線があり，どの本も平行でなく，また，どの本も点で

　　　　交わらないとする。これら本の直線によって，交点はいくつできるか。





　本の直線によってできる交点の個数を  とする。

　本の直線で交点はできないから　　  

　また，  本目の直線は，本の直線と交わり，

　交点が個できるから

　　　     

　すなわち　     





　数列  の階差数列の第項がであるから，

　のとき　    
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　①でとすると　 
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　  が得られるから，①はのときにも成り立つ。
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例１における本の直線によってできる分割された平面と交点の個数を

改めて  ，  とおく。また，線分及び半直線の個数を  とおく。

このとき     ，  であるから

　         

　　             

　　             

　　

したがって，どの２本も平行でなく，その３本も１点で交わらない平面

上の直線によってできる、分割された平面の個数，交点の個数，

線分及び半直線の個数の間には

の関係がある。

　したがって，本の直線によって，

　交点は 

  個できる。

  数列【漸化式の応用】


